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＊＊＊ 新年度に向けて ＊＊＊ 
                 木曽川町連区地域づくり協会  会長  光崎 邦雄 

 新年度にあたり地域づくり協議会も３年目を迎えることになりました。前年に引き続いて会長職

を務めさせて頂くことになりその責任の重さを痛感して居ります。“みんなが主役、住み続けたい町

づくり“を目指してこの２年間、各部会の会合・活動を通じて、方向性が少しずつ見えて来ました。

参加した皆さんの意識が個人の思いから地域への思いと変わり、次第に地域づくりという実践への

意欲を高めていくことが出来ました。小さな事でも出来ることから進め、多くの人を巻き込んで一

人の１００歩より１００人の一歩としたい。

 町内会の枠をこえた地域の課題がますます広域化・多様化しています。こうした課題を解決して

いくためには、地域のあらゆる人たちが世代間交流を深め一体となって意見を出し合い、共に協力

して活動を展開していくことが大切です。町内会や各種団体をはじめ地域で活躍する人達との連携

を図る組織が地域づくり協議会です。

 各種団体との連携

・協議会と団体が共催で新しい事業を実施する。

・団体の事業に対して協議会が後方支援する。

・協議会の事業に対して団体からの助言や人的

支援を行う。

・協議会の事業の実施主体を各団体に担っても

らう。

 地域づくり協議会が設立されたからといって

既存の各種団体の行っている事業がなくなると

か、しなくていいわけではありません。

より多くの参加者を求める事業については、

地域づくり協議会と連携し拡充した事業展開を図り、地域の課題や人々の思いを自分の問題として

とらえる感性と行動力が大切です。

 木曽川町には自然・歴史・文化・芸術など多くの地域資源があります。しかしこれらの地域の宝

をまだ十分に地域づくりに活かされず、そのすばらしさにに気づいていない方も多く居られます。

自分たちの住む地域の特性や資源の価値を再認識していきたいと思います。

 また、幸い一宮市内２３連区の中で最も人口増加率が高い、あなたが好きな町木曽川町、新しく

来た人がここに来て良かった、また住んでいる人がここに住んで良かったと思える町にしたい。そ

のためには、自分たちの町は自分たちでつくるという地域づくり協議会の精神を浸透させていきた

いと思います。

 そしていつまでも元気な木曽川町を守り、次の世代に引き継ぐことが私たちの責任と役割である

ことを忘れてはなりません。 どうか今年度も皆さんのご協力を宜しくお願い申し上げます。

新 役 員



＊＊＊ 新連区長あいさつ ＊＊＊ 
                 木曽川町連区町会長協議会  会長 杉山 英機

思わぬ形で今年度から木曽川町の連区長と云う重責を担うことになりま

した内割田区長の杉山英機です。若干の戸惑いもありますが先輩諸兄の教え

を継承しながら、諸々の事に取り組んでまいりますので皆さんの協力をお願

い致します。

 連区長としての想いは、誰もが住み慣れた処で安全に安心して暮らせる連

区になる様、皆さんからの意見を良く聞き、問題を提案して行政機関と密な

話し合いを行い、お互いに協力し合い問題の改善を図って行きたいと思いま

す。また、連区と車の両輪である地域づくり協議会では「地域の事は地域で」

を踏まえ、２年間の経過によって中身の方向性も見えて来ています。色々な課題を検討しつつ順調

に活動を進めて行きたいと思います。

 本年の秋には区民の悲願であった文化の殿堂としての文化会館が木曽川庁舎南側にオープン致し

ます。有効な活用によって文化・芸能関係者のますますの励みとなり、同時に皆さんが集うことに

より地域の発展と活性化が期待できます。

 さらには防災に強い連区を目指して始まりました防災訓練が、木曽川西小学校、木曽川東小学校

区に引き続いて、３回目の今年は黒田小学校区で１０月１６日（日）に実施します。運営は前２回

の反省点を加味しながら、協力を頂く各町内自主防災組織、消防署、消防団、ボランティア団体と

内容を詰めて行き、実行内容の詳細を皆さんにお知らせします。経験によって防災に対する意識も

高まり、冷静な対応が出来るようになれると信じます。多くの方々の参加をお願いします。

 新三役・役員と協力して、関係機関との連携を保ち、地域社会の進展に努力する所存ですので、

ご支援・ご協力を切にお願いいたします。

**************************************************************************************** 
平成28年度 木曽川町連区地域づくり協議会 役員名簿

役 職 名 氏 名 備  考

会  長 光崎 邦雄 継続

副 会 長 杉山 英機 新規 平成28・29年度木曽川町連区町会長協議会長

副 会 長 国井 紀元 継続

副 会 長 日比野 洋一 継続 

理  事 川井 武俊 継続

理  事 太田 孝子 継続

理 事 丹菊 佳代 継続

事務局長 川合 俊雄 継続 （書記兼務）

会  計 松岡 隆義 新規  元町会長

監  事 岩田  潤 新規  元町会長

安全安心部会長 国井 紀元 継続 （副会長兼務）

活気部会長 日比野 隆夫 新規  木曽川公民館 副館長 

思いやり部会長 日比野 洋一 新規 （副会長兼務）

広報部会長 宇佐見 正重 継続 

女性部長 宮崎 初美 新規  さんかく倶楽部





＊＊＊＊ 広報部会

協議会だよりは本号で２０号を迎

サイズに拡大してより充実した内容

にいち早く掲載しています。これらはボランティアの

及び印刷までさまざまな作業に携わって

 連絡先：一宮市木曽川事務所総務管理課

広報部会のボランティアを募集します ＊＊＊＊

迎えました。新年度よりは隔月発行（奇数月）となりますが

内容にしたいと思います。協議会活動や各団体の行催事情報

これらはボランティアの皆さんの協力でなりたっています

わって頂いています。応募される方は下記までご連絡

一宮市木曽川事務所総務管理課  電話 ８４－０００５  担当 石田

＊＊＊＊

となりますが、紙面をＡ３

行催事情報はホームページ

でなりたっています。情報収集から編集

連絡ください。

石田


